
TA1

TA2

AIP.1

AIP.2

AIP.3

ABP

AN
O
.
0

A
N
O
.1

A
N
O
.
2 A
E
P

籠

700

695

690

685

685

690

69
5

700

710

715

705

710

715

720

681.31
683.72

687.85

691.91

697.99

698.52

702.08

687.63

681.91

687.41

692.57
692.51

689.52

695.26

697.22

683.48

686.49

688.52

691.61

695.80

699.52

700.80

土砂

土砂

至
　
国
府

至　上地・新温泉町

700.68

702.00

699.94

700.07

1 AIP.1

ＩＡ ＝ 53-54-05

Ｒ ＝ 12

ＴＬ ＝ 6.101

ＣＬ ＝ 11.289

ＳＬ ＝ 1.462

2 AIP.2

ＩＡ ＝ 26-23-12

Ｒ ＝ 29

ＴＬ ＝ 6.798

ＣＬ ＝ 13.356

ＳＬ ＝ 0.786

3 AIP.3

ＩＡ ＝ 3-20-50

Ｒ ＝ 300

ＴＬ ＝ 8.765

ＣＬ ＝ 17.526

ＳＬ ＝ 0.128

簡易貫入位置

H=692.81

1箇所

暗渠排水工
フトン篭（2段）

1箇所

705

L=10.5ｍ

グランドセルマット工

A=80.0ｍ2

大型カゴ枠工

A=2ｍ2

植生土のう

L=12ｍ

(単県)路肩保護コンクリート

A=6ｍ2

アスファルト舗装復旧

L=12ｍ

外側線 W=15cm

B
P

A
N
O.
1
+
5
.
0
9

災害復旧延長 L=32ｍ

A
N
O
.
0
-
1
2
.
0
0

A
N
O
.
2
+
7
.
3
0

災害復旧延長 L=32ｍ

林道河合谷線-1号

平面図
S=1:500

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

平　面　図　・　縦　断　図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者

1

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

5

令和　6　年度

1：500

1
：

1
00

DL=690.00

700.00

705.00

測 点

単 距 離

追 加 距 離

盛 土 高

切 土 高

地 盤 高

計 画 高

勾 配

H＝700.708
T A 1

A
NO

.
0

A
NO

.
1

A
NO

.
2

0
.1

5

6
.4

5

0
.8

6

0
.1

5

6
.6

0

1
2.

5
5

7
0
0
.
6
7

7
0
0
.
8
5

7
0
1
.
0
3

平 面 線 形
曲 率 図

IP.2
IA=26-23-12

R =29.000

CL=13.356

TL= 6.798

SL= 0.786

IP.3
IA=3-20-50

R =300.000

CL= 17.526

TL=  8.765

SL=  0.128

7
0
1
.
0
3

7
0
0
.
6
7 I=2.90%

I=2.90%
LEVEL

7
0
0
.
6
7

7
0
0
.
8
6

7
0
1
.
0
3

7
0
0
.
6
7

7
0
1
.
0
1

0
.
0
1

695.00

B
P

0
.0

0
0
.0

0
7
0
0
.
6
7

AN
O.

1+
5.

09
5
.0

9
1
1.

5
4

7
0
1
.
0
1



0.50 4.00 0.50

5.00

0.50 4.00 0.50

5.00

0.50 4.00 0.50

5.00

N値=5(支持力=50kN/m2)

EL=699.00

1:1.5

1:1.5

1:1.5

1:0.8

1:0.8

1:0.8

K-1

0 10 20 30 40 50

Nd値

1.0

2.0

3.0

SL＝
2.9

EL=699.00 EL=699.00

SL＝
3.1

SL＝
3.4

ANO.0

- （1.8）

※（）ANO.0+1.33測点の数量

ANO.1

（ANO.2）

※（）ANO.1+3.62測点の数量

（0.3） - 

（11.0）0.6

（9.5) 20.6

（3.7）7.5

1
.
0
0

1
.
0
0

1:0.8

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1:0.8

1:0.8

※　　ANO.1+5.09測点の数量

ルーズ

1:1.0

1:1.0

2.60

ANO.0(BP)

DL=695.00

FH=700.67
GH=700.67

DL=695.00

D
=
6
.
4
5

FH=700.86
GH=700.85

DL=695.00

D
=
5
.
9
5

FH=701.03
GH=701.03

As
As

As

崩れ

崩れ

崩れ

籠

ANO.2（EP)ANO.1

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

横　断　図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者

2

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

5

令和　6　年度

名　称 単位 数 量

ｍ2 3.5（4.9）

ｍ2 0.6（7.0）

ｍ2

路体盛土

床掘（地山）

埋戻し

ｍ2 - （ - ）路床盛土

名　称 単位 数 量

ｍ2

ｍ2

ｍ2

路体盛土

床掘（地山）

ｍ2 0.6路床盛土

4.3

ｍ2 2.3埋戻し

床掘（ルーズ）

名　称 単位 数 量

ｍ2

ｍ2

ｍ2

路体盛土

床掘（地山）

埋戻し

ｍ2路床盛土

ｍ -（0.50）

ｍ

As舗装

上層路盤 -（0.50）

ｍ

ｍ

As舗装

上層路盤

0.50

0.50

ｍ （0.50） -

ｍ

As舗装

上層路盤 （0.50） -

5.2

12.5



AN
O.
0

AN
O.
1

AN
O.
2

10.50 0.50
0.41

L=10.5ｍ
グランドセルマットレス工

7
.
0
0

S
L
=
2
.
9

S
L
=
3
.
1

S
L
=
3
.
4

1:1.5 1:1.5

5.24

法面保護工(植生シート) A=36.6ｍ2

12.00

1
.
0
0

1
.
0
0

▽692.00

▽693.00

▽694.00

▽695.00

▽696.00

▽697.00

▽698.00

▽699.00

盛土法面・大型カゴ枠工展開図
S=1:100

埋戻し

埋戻し

0
.
3
0

大型カゴ枠工　A=80.0m2
A=2.3ｍ2
植生土のう

0.50 4.00 0.50

5.00

H
=
7
.
0
0
ｍ

EL=699.00

1:1.5

1:0.8
2.00

1
.
0
0

0.80

標準断面図
ANO.1付近 S=1:100

CL

0.30 2.00 0.30

2.60

5.00%

植
生
シ
ー
ト

SL

フトン篭
L2000×B1200×H500

止　杭
松丸太皮むき材
D=9cm,L=1.5m

吸出防止材
(t=10mm)

路床盛土

路体盛土アスファルト舗装復旧
ｔ=4cm+21cm

ガードレール

路肩ブロック

暗
渠
排
水
工
-管

D200

　
　
L＝

12.0ｍ

1.20

0
.
5
0

路肩保護コンクリート L=11.6ｍ

6.310.15
0.30

H
=
3
.
2

BP

植生シート

1
.
0
0

1:0.8

1
:
0
.
3

ジオセルマットレス

AN
O.
1+
5.
09

1:1.0

0
.
5
0 0
.
5
0

アスファルト舗装復旧工

アスファルト舗装復旧工 L=11.55ｍ（W=0.50ｍ）

0.42

0.10

0.10

0.38

0.50

0.501.00

1
.
0
0

2
.
0
0

1
.
0
0

1
.
0
0

(Gr-C2-3E)

DL=690.00

暗渠排水工
S=1:20D200

材 料 表 1箇所当り

m3

3.0本シングル管

フィルタ材 2.192

名　　称 規　　格 単位 数　　量

有孔管、D200

m2吸出し防止材 ｔ=10mm 13.00

50 50

□500

1
00

2
50

ガードレール

基礎砕石
(RC-40)

□400

S=1:20

材 料 表 1箇所当り

0.037コンクリート

型　枠 0.40

名　　称 規　　格 単位 数　　量

σck=18N/mm2

m2基礎砕石 RC-40,t=10cm 0.25

m3

m2

1:1.5

 コンクリート
(σck=18N/mm2)

保護路肩ブロック

吸出し防止材 ｔ=10mm

700

400

5
0
0

フィルタ材

吸出防止材
(t=10mm)

シングル管
有孔菅、D200

1
：

0
.
3 1

：
0
.
3

200

C40

注）カゴ部は土工及び砕石は無し。

クラッシャラン（C40）

(Gr-C2-3E)

（単県）ガードレール基礎

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

展開図・標準断面図・構造図（1/2） 　　葉中　　　　　番

図示 審 査 者 設 計 者

3

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

5

令和　6　年度

1
.
2
0

フトン篭
S=1:50

2.00

止杭（松丸太皮むき材）

D=9cm L =1.5m

0.50

0
.
5
0

詰　　石

止　　杭 本 2.0

2.160

松丸太皮むき材
D=9cm,L=1.5m

材 料 表

名　　称 規　　格 単位

1箇所当り

数　　量

フトン篭 2.02000×1200×500
8＃網目13㎝

枚

割栗石 m3

2段

4
㎝

2
1
㎝

2
5
㎝

上層路盤

再生密粒度アスファルト(13mm)

粒度調整砕石(M-40)

表 層

路床土CBR20%以上

舗装構成

m2 5.60

1:
0.
8

植生土のう
S=1:10

620

小口並べ

規格 62×48cm

※袋数/ｍ2当り：17袋

路肩ブロック
コンクリート
σck=18N/mm2

10.0m当り

数　　量単位規　　格名　　称

材 料 表

0.140

20.0

コンクリート

路肩ブロック

m3

個

目 地 材 T=10mm m2 0.072

σck=18N/mm2

L=495

200 200

400

300 100

400

7
0

8
0

1
5
0

S=1:10WP2
（単県）路肩保護工コンクリート

As



B=
20
00
mmL=1000mm

H
=
1
0
0
0
㎜

(L=500mm)

L=1000mm

側面網

側面図
S=1:50

1
0
0
0
㎜

1
0
0
0
㎜

600㎜ 2000㎜

1:
0.
6

材 料 表 10.0ｍ2当り

19.000割栗石

名　　称 規　　格 単位 数　　量

150～200 m3

割栗石

吸出し防止材割付図

200

マットレス幅　2600

テラセル寸法図 標準断面図大型カゴ枠工　姿図

横断図

大型カゴ枠

材 料 表

S=1:50 S=1:50 S=1:50 S=1:50

ジオセルマットレス工

RC-40

中詰砕石

吸出し防止材

タフネルEX-40

RC-40

中詰砕石

樹脂ピングランドセル

GN-150MP

吸出し防止材

タフネルEX-40

3
0
0

厚
さ

上部吸出し防止材ﾗｯﾌﾟ部

1
0
0
0
0

樹脂ピン

上下打設位置

下部ラップ部打設位置

樹脂ピン

2
0
0
0

延長方向ラップ長

2
0
0
0

2
0
0

200

2600

吸出し防止材：｛（2.6m+0.3m）×2＋0.2m ｝×（2ｍ×5枚＋1.0m）= 66.0m2

樹脂ピン：（下段）21本＋（上段）14本＋（ラップ部）7本＝41本

2
0
0
0

1
0
0
0

上部吸出し防止材ラップ部

大型カゴ枠工

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者

4

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

展開図・標準断面図・構造図（2/2）

太田 谷口

5

令和　6　年度

セル形状：320×289

標準展開面積：22.19m2

標準展開寸法（GN-150MP）

グランドセル：W=2,560×L=8,670×t=150

325

2
8
5

8
5
5
0

2600

Lmat H

300

10m当り

L(m)

10.00

品 番

GN-150MP

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

18 72.6 42 8.62600

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

57.2



4.00
仮設迂回路

 　0.60

1:0.6

敷砂利 t=10cm

4.00
仮設迂回路

　 0.60
2.50

　 0.60

1:0.6

敷砂利 t=10cm

4.00
仮設迂回路

　0.60
2.50

　 0.60

1:0.6

敷砂利 t=10cm

W914*L1829
敷鉄板

W914*L1829
敷鉄板

W914*L1829
敷鉄板

0.50 3.00 0.50

0.50 3.00 0.50

0.50 3.00 0.50

ANO.2

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 1.8

ｍ 3.3切土法面整形

ｍ 3.00敷砂利

ANO.1

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 1.0

ｍ 2.5切土法面整形

ｍ 3.00敷砂利

ANO.0(BP)

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 0.6

ｍ 1.2切土法面整形

ｍ 3.00敷砂利

3.3
2.5

1.2

1:0.6

W914*L1829
敷鉄板

ANO.0-6.00

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 2.8

ｍ 3.0切土法面整形

ｍ 1.83敷砂利

盛土 ｍ2 0.1

盛土 ｍ2 0.3

盛土 ｍ2 0.3

盛土 ｍ2 0.2

（4.00）
仮設迂回路

0.50 （3.00） 0.50

1.83

3.0

ｍ 3.3

ｍ 2.5

ｍ 1.2

ｍ 3.0

切土植生マット

切土植生マット

切土植生マット

切土植生マット

TA1
TA2

AIP.1

AIP.2

AIP.3

ABP

A
N
O
.
0

A
N
O
.
1

A
N
O
.
2 A
E
P

籠

700

695

690

685

685

690

69
5

700

710

715

705

710

715

720

681.31
683.72

687.85

691.91

697.99

698.52

702.08

687.63

681.91

687.41

692.57
692.51

689.52

695.26

697.22

683.48

686.49

688.52

691.61

695.80

699.52

700.80

土砂

土砂

至
　
国
府

至　上地・新温泉町

700.68

702.00

699.94

700.07

1 AIP.1

ＩＡ ＝ 53-54-05

Ｒ ＝ 12

ＴＬ ＝ 6.101

ＣＬ ＝ 11.289

ＳＬ ＝ 1.462

2 AIP.2

ＩＡ ＝ 26-23-12

Ｒ ＝ 29

ＴＬ ＝ 6.798

ＣＬ ＝ 13.356

ＳＬ ＝ 0.786

3 AIP.3

ＩＡ ＝ 3-20-50

Ｒ ＝ 300

ＴＬ ＝ 8.765

ＣＬ ＝ 17.526

ＳＬ ＝ 0.128

H=692.81

705

B
P

A
N
O
.
1
+
5
.
0
9

仮設迂回路　L=30m

A
N
O
.
0
-
6
.
0
0

A=28.4m2
敷鉄板（t22-W914-L1829）

災害復旧延長 L=32m

切土植生マット　A=62.8m2

林道河合谷線-1号

平面図
S=1:500

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

仮 設 平 面 図 ・ 横 断 図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者

55

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

令和　6　年度

ANO.0(BP)

ANO.0-6.00（ペーロケ横断）

DL=700.00

FH=
GH=700.67

D
=
6
.
0
0

As

崩れ

籠

FH=
GH=700.85

D
=
6
.
4
5

As

崩れ

ANO.2

FH=
GH=701.03

As

崩れ

DL=700.00

DL=700.00

D
=
5
.
9
5

DL=700.00

FH=
GH=700.68

As

S=1:100

ANO.1

横断図



TB1

TB2土砂

土砂

BNO.0

BNO.1

BNO.2

722.83

723.54

720.43

719.75

722.79

725.82

722.48

725.27

726.92

727.72

731.86

733.66

735.92
733.77

724.96

719.78

720.73

722.64

720.28
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土砂閉塞

土砂閉塞
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735

720

725

730

735

720

715

715

715

720

EP

BP

林道河合谷線-2号

植生マット

災害復旧延長　L=17.0ｍ

切土法面整形A=55.6ｍ2

A=135.5ｍ2

1：500

1
：

2
0
0

DL=715.00

730.00

平 面 線 形
曲 率 図

測 点

単 距 離

追 加 距 離

盛 土 高

切 土 高

地 盤 高

計 画 高

勾 配

H＝720.312
T B 1

B
NO

.
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B
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.
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B
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5
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路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

平　面　図　・　縦　断　図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者
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災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

令和　6　年度

平面図
S=1:500
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0
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0
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人力掘削
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切土法面展開図

S=1:100

2.00 3.50 2.70 0.80

1.305.50 3.50

BNO.0 BNO.1 BNO.2

崩れ

0.50 4.00 0.50

5.00

1:0.8

崩壊前想定

法
面
整
形
な
し

SL2

法
面
整
形

SL1

植
生
マ
ッ
ト

Σ
SL

標準断面図

S=1:100

5
.
0
0

人力掘削

BNO.0+2.00

BNO.1+2.70

EP(BNO.2+1.30)

掘
削

高

人力併用片切掘削

掘
削

高

人力併用片切掘削

S
L
2
=
9
.
4

S
L
2
=
8
.
2 S
L
2
=
8
.
0

植生マットA=135.5ｍ2

S
L
2
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7
.
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路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

展開図・標準断面図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者
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太田 谷口
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BNO.1付近

As

土砂(ルーズ)
土砂(ルーズ)



BNO.0

As

BP

As

DL=715.00

FH=
GH=721.21

BNO.1

DL=715.00

D
=
5
.
5
0

FH=
GH=721.60

As

土砂(ルーズ)
土砂(ルーズ)

土砂(ルーズ)
土砂(ルーズ)

DL=715.00

FH=
GH=720.74

D
=
6
.
7
0

崩れ

崩れ
0.50 4.00 0.50

5.00

0.50 4.00 0.50

5.00

1:0.8

1:0.8

崩壊前想定

BNO.0

機械掘削（ルーズ）

※（）BNO.0+2.00測点の数量

BNO.1

機械掘削（ルーズ）

SL1=7.2

SL1=5.2

SL1=2.2

BNO.0+2.0

0.50 4.00 0.50

5.00

BP

機械掘削（ルーズ）

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

Σ
SL=15.2

SL2=7.8

Σ
SL=10.0

SL2=8.2
Σ
SL=13.4

SL2=8.0

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

横　断　図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者
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名　称 単位 数 量

ｍ2 - （ - ）

人力掘削 ｍ2 - （5.3）

ｍ2

名　称 単位 数 量

ｍ2 -

人力掘削 ｍ2 5.0

ｍ2

名　称 単位 数 量

ｍ2

人力掘削 ｍ2 - 

ｍ2

- 

- 

3.0（3.0）

4.5
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D
=
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土砂(ルーズ)
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D
=
1
.
3
0
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GH=721.87
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機械掘削（ルーズ）

※（）BNO1+2.70の数量
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Σ
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機械掘削（ルーズ）

SL2=6.6
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Σ
SL=7.4

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

名　称 単位 数 量

ｍ2

人力掘削 ｍ2 （3.1）6.3

ｍ2

（ - ）1.7

（0.9）0.9

名　称 単位

ｍ2

人力掘削 ｍ2

ｍ2

数 量

- 

- 

- 

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

横　断　図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者
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簡易貫入位置
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林道河合谷線-3号
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平面図

N=1式
補強土壁工

L=12.0m
(単県)ガードレール

(単県)ガードレール基礎

A=56.8m2
As舗装復旧工

L=13.7m
外側線(白,W=15cm)

N=1式
補強土壁工

練石積工
A=9.0m2

すり付け

L=16.0m
(単県)ガードレール

縦排水復旧工
N=1箇所

(単県)ガードレール基礎

A=84.5m2
As舗装復旧工

L=19.7m
外側線(白,W=15cm)

L=16.7m
外側線(白,W=15cm)

L=16.7m
改良型Ｕ型側溝復旧工

1工区 2工区

E
P

B
P
-
1
.
2
1

E
P

補強土壁工
N=1式（3.0m2）

すり付け
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3－2号
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災害復旧延長　L=60m
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補強土壁工

N=1式（1.6m2）

補強土壁工
N=1式（2.4m2）

N=6箇所

N=5箇所

S=1:500

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

平面図・縦断図

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

令和　6　年度
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設計水平震度（内的・外的安定）

設計水平震度（全体安定）

最大地盤反力度（常時）

最大地盤反力度（地震時）

内部摩擦角（φ）

内部摩擦角（φ）

基礎地盤土質定数

単位体積重量（γ）

粘着力（Ｃ）内的、外的安定

盛土材土質定数

設　計　条　件

単位体積重量（γ）

kh=0.15

kh=0.10

110.2 kN／m2

103.3 kN／m2

25.0°

18.0 kN／m3

25.0°

0 kN／m2

18.0 kN／m3

粘着力（Ｃ）全体安定 10 kN／m2

0 kN／m2

10 kN／m2

粘着力（Ｃ）内的、外的安定

粘着力（Ｃ）全体安定

協議の上安定計算により確認する必要がある。

JIS1210のA、B法で95％以上、C、D、E法で90％以上に締固

｢ジオテキスタイルを用いた補強土の設計･施工マニュアル｣

・締固め管理において、乾燥密度によって管理する場合は、

・壁面付近の作業では壁面の前倒れや変形が生じないように

5）補強土壁底面部の最少根入れ深さは、原則として0.5m以上、

水平土被り1.5m以上を確保してあるが、地山形状に相違が

を参照する事。

7）その他の留意点

注意して施工する事。

6）土のまき出し、締固め時の留意点

生じた場合は、協議を行う事。

2）補強土壁基礎地盤の支持力確認を行う事。

1）上記設計条件は、補強土壁安定計算における設計条件であ

・過掘り等により計画時の床掘断面と相違が生じた場合は、

り、盛土材がこれに該当しない場合は、協議を行う事。

4）各壁高敷設図に基づき施工するものとするが、ジオグリッ

3）排水工は標準的な対策を計画しているが、安全性の確保が

ド材の各層における敷設長については、以下の注意点を

特　記　事　項

困難と判断される場合は、協議の上適切な排水処理を行う事。

遵守する事。

める事。

できることを確認した場合、最大0.25mとする。

・一層の仕上り厚さは、試験施工により所定の締固め度を確保

試験施工を行わない場合は、路床に準じて0.20mとする。

標準断面図
S=1:100
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壁面強化材（RE-1）

溶接金網型枠

メッキ加工品

型枠固定ピン

基盤排水層

(C-40)

吸出し防止材

（PP,t=3.0mm）

ジオセルマットレス工

（TA=24,33kN/m以上）

ジオグリッド材（一軸延伸）

ジオグリッド固定ピン

水平排水材

（PP,t=3.0mm）

（ダイヤドレーン D350）

板状排水材　延長5.0m毎に一箇所設置

2.00%
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壁面強化材（RE-1）
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吸出し防止材

（PP,t=3.0mm）

ジオセルマットレス工

（TA=24,33,42kN/m以上）

ジオグリッド材（一軸延伸）

ジオグリッド固定ピン

水平排水材

（PP,t=3.0mm）

（ダイヤドレーン D350）

板状排水材　延長5.0m毎に一箇所設置

2.00%

1:0.6

天端キャップ

（L=1000）

1.00以上

1.00以上
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林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

広域基幹林道 自動車道 1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

標　準　断　面　図 　　葉中　　　　　番

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

図示 審 査 者 設 計 者

2

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

22

令和　6　年度

CNO.0+5.0付近
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敷設長:W
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ガードレールCL

CL

アスファルト舗装復旧
表層：再生密粒度As(13mm) t=4cm

上層路盤：粒度調整砕石(M-40) t=26cm
改良型Ｕ型側溝復旧工

3種,300A ガードレール

アスファルト舗装復旧
表層：再生密粒度As(13mm) t=4cm

上層路盤：粒度調整砕石(M-40) t=26cm

計画高

計画高

(Gr-C2-3E)

(Gr-C2-3E)
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林道区分

年　  度
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縮　  尺
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1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県
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名　称 単位 数 量

3.21

補強土路床盛土 ｍ2 1.4

補強土盛土 ｍ2

床　　掘 ｍ2 20.7(17.0)

上層路盤 ｍ 3.54

埋戻(擁壁背面) ｍ2 2.0

ｍ2 0.4

9.8

アスファルト舗装 ｍ 3.54

路床盛土
盛
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取
壊
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埋戻(擁壁前面) ｍ2 0.8

※（）CNO.0+2.40の数量

コンクリート ｍ2 0.30
名　称 単位 数 量

4.39

補強土路床盛土 ｍ2 1.9

補強土盛土 ｍ2

床　　掘 ｍ2 25.1
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埋戻(擁壁背面) ｍ2 2.7
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CNO.0

CNO.0+5.0

名　称 単位 数 量

3.21

補強土路床盛土 ｍ2

補強土盛土 ｍ2

床　　掘 ｍ2
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名　称 単位 数 量

3.31
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施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

横　断　図（2/4）
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名　称 単位 数 量
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地下排水溝(縦断)

地下排水溝(横断)

排水管(無孔管)φ150

吸出し防止材 壁面
板状排水材　延長5.0m毎に一箇所設置

基盤排水層
（C-40）

（PP,t=3.0mm）

地下排水溝(縦断)

集水管(有孔管)φ150
0
.6
0

（ダイヤドレーン D350）

排水溝詳細図
S=1:50

地下排水溝(縦断)
S=1:20

展　開　図
S=1:100

縦排水溝設置位置（板状排水材　延長5.0m毎に一箇所設置）

DL=735.00
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補強土壁工 L=0.93m

すり付け部

ジオテキスタイル補強土壁工(2)
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▽742.04

高密度ポリエチレン管
φ300
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標準断面図

グランドセル展開図
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吸出し防止材割付図グランドセル割付図
S=1:50

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅰ型-1）

セル形状：228×256
標準展開面積：17.51m2

標準展開寸法（GN-150SP）
グランドセル：W=2,560×L=6,840×t=150
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樹脂ピン

ジオセルマットレス工法

RC-40

吸出し防止材

グランドセル

タフネルEX-40

中詰砕石

上部吸出し防止材ラップ部

GN-150SP

グランドセルカット部
樹脂アンカーピン

上下打設位置

延長方向ラップ部

上部ラップ部

数量表
Lmat H

300

箇所当り

L(m)

10.00

品 番

GN-150SP

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

150 134.2 98 17.15700

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

114.0

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅰ型-1）

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

　　葉中　　　　　番9

太田 谷口

令和　6　年度

22



H

300

箇所当り

L(m)

2.00

品 番

GN-150SP-8

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

0 24.4 28 3.45700

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

22.8

5
7
0
0

2000 20002000

250

2
2
8

6
8
4
0

5
7
0
0

2
2
8

9
1
2

5700

5200

200

3
0
0

1:0.2

5
7
0
0

2
0
0

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅰ型-2）

Lmat=5700

S=1:50

標準断面図

グランドセル展開図
S=1:50 S=1:50

吸出し防止材割付図グランドセル割付図
S=1:50

セル形状：228×256
標準展開面積：13.95m2

標準展開寸法（GN-150SP-8）
グランドセル：W=2,048×L=6,840×t=150

樹脂ピン

ジオセルマットレス工法

RC-40

GN-150SP-8
吸出し防止材

グランドセル

タフネルEX-40

中詰砕石

上部吸出し防止材ラップ部

樹脂アンカーピン

上下打設位置
グランドセルカット部

上部ラップ部

数量表
Lmat

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅰ型-2）

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

　　葉中　　　　　番10

太田 谷口

22

令和　6　年度



数量表

上部ラップ部

樹脂ピン

ジオセルマットレス工法

RC-40

吸出し防止材

グランドセル

タフネルEX-40

中詰砕石

GN-150MP

延長方向ラップ部

樹脂アンカーピン

下打設位置

グランドセルカット部

樹脂アンカーピン

上下打設位置

樹脂アンカーピン

上打設位置

上部吸出し防止材ラップ部

Lmat H

300

箇所当り

L(m)

8.00

品 番

GN-150MP

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

68 89.8 78 11.34700

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

75.2
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8000

4
7
0
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8000

2
0
0

2660

333

2
7
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8
2
8
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2
7
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4
7
0
0

3
3
0
4

2660 5340 2000 6000

4700

4100

3
0
0

1:0.2

200200

6200

Lmat=4700

S=1:50

標準断面図

グランドセル展開図
S=1:50 S=1:50

吸出し防止材割付図グランドセル割付図
S=1:50

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅱ型-1）

セル形状：289×320
標準展開面積：22.19m2

標準展開寸法（GN-150MP）
グランドセル：W=2,560×L=8,670×t=150 路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅱ型-1）

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

　　葉中　　　　　番11

太田 谷口

22

令和　6　年度
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1:0.2
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2000

333
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8
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4
7
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3
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Lmat=4700

S=1:50

標準断面図

グランドセル展開図
S=1:50 S=1:50

吸出し防止材割付図グランドセル割付図
S=1:50

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅱ型-2）

セル形状：289×320
標準展開面積：16.64m2

標準展開寸法（GN-150MP-6）
グランドセル：W=1,920×L=8,670×t=150

上部ラップ部

樹脂ピン

ジオセルマットレス工法

RC-40

吸出し防止材

グランドセル

タフネルEX-40

中詰砕石

GN-150MP-6

上部吸出し防止材ラップ部

グランドセルカット部

樹脂アンカーピン

上下打設位置

樹脂アンカーピン

下打設位置

樹脂アンカーピン

上打設位置

数量表
Lmat H

300

箇所当り

L(m)

2.00

品 番

GN-150MP-6

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

0 20.4 26 2.84700

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

18.8

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺 図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅱ型-2） 　　葉中　　　　　番12

太田 谷口

22

令和　6　年度
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1000
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Lmat=4700

S=1:50

標準断面図

グランドセル展開図
S=1:50 S=1:50

吸出し防止材割付図グランドセル割付図
S=1:50

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅱ型-3,4,5）

セル形状：289×320
標準展開面積：8.32m2

標準展開寸法（GN-150MP-3）
グランドセル：W=960×L=8,670×t=150

上部ラップ部

樹脂ピン

ジオセルマットレス工法

RC-40

吸出し防止材

グランドセル

タフネルEX-40

中詰砕石

GN-150MP-3

上部吸出し防止材ラップ部

グランドセルカット部

樹脂アンカーピン

上下打設位置

樹脂アンカーピン

下打設位置

樹脂アンカーピン

上打設位置

数量表
Lmat H

300

箇所当り

L(m)

1.00

品 番

GN-150MP-3

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

0 10.2 26 1.44700

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

9.4

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅱ型-3,4,5）

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

　　葉中　　　　　番13

太田 谷口

22

令和　6　年度
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3600

3100
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0
0

1:0.2

200

Lmat=3600

S=1:50

標準断面図

グランドセル展開図
S=1:50 S=1:50

吸出し防止材割付図グランドセル割付図
S=1:50

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅲ型-1,2,3）

セル形状：289×320
標準展開面積：8.32m2

標準展開寸法（GN-150MP-3）
グランドセル：W=960×L=8,670×t=150

樹脂アンカーピン

上下打設位置

グランドセルカット部

樹脂ピン

ジオセルマットレス工法

RC-40
中詰砕石

吸出し防止材

グランドセル

タフネルEX-40

GN-150MP-3

上部吸出し防止材ラップ部

上部ラップ部

数量表
Lmat H

300

箇所当り

L(m)

1.0

品 番

GN-150MP-3

連結材(個) タフネル(m2) 樹脂ピン(本) 砕石(m3)

0 8.0 20 1.13600

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｾﾙ(m2)

7.2

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

ジオセルマットレス工詳細図（Ⅲ型-1,2,3）

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

　　葉中　　　　　番14

太田 谷口

22

令和　6　年度



CNO.2+10.3

DL=740.00

As

0.35 4.00 0.35

4.70

5
.
4
4

EL=738.40

1.025.20

2.00%

1:0.2

1:0.6

FH=742.13
HP φ300

FH=742.04
TM継手φ300

縦排水路工 詳細図

エルボ

アンカー鉄筋
D16×2000

固定鉄筋
D13×1500

名　　称

押さえバンド

アンカー鉄筋

規　格 単位 数　　量

　数 量 表

3.0

6.0

個

本
L=2.0m

D16,亜鉛メッキ

固定鉄筋 3.0本
L=1.5m

D13,亜鉛メッキ

t=1.0mm
SUS304

ポリエチレン管
高密度

φ300

1
2
0
0

100

押さえバンド
φ300用 SUS304

高密度ポリエチレン管
φ300

φ
3
0
0
用

 
B
=
5
4
2

6
0

6
0

φ
3
0
0
用

 
B
=
5
4
2

6
0

6
0

縦排水路

側面図

平面図

S=1:100

S=1:25

側面図
S=1:25

押さえバンド
S=1:10

(片ネジ，片フック)
D16×2000

固定鉄筋
D13×1500

高密度ポリエチレン管
φ300

押さえバンド
SUS304 t=1.0mm

アンカー鉄筋

ｍ 6.27

TM継手 1.0個

エルボ 2.0個

フトン篭

吸出し防止材

1.0枚
B1200×H500

L2000

t=10mm ｍ2 3.40

1箇所当り

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

縦排水工詳細図 　　葉中　　　　　番

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

15

太田 谷口

22

令和　6　年度



路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

展開図・構造図 　　葉中　　　　　番

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

16

太田 谷口

令和　6　年度

22

植生土のう
S=1:10

620

小口並べ

規格 62×48cm

※袋数/ｍ2当り：17袋

S=1:20

舗装構成

60 300 60

420

敷モルタル
(1：3)

基礎砕石
(RC-40)

材 料 表

5.0改良型Ｕ型側溝

敷モルタル 0.108

名　　称 規　　格 単位 数　　量

3種,300A L=2000

m2基礎砕石 RC-40,t=10cm 5.200

個

m31:3

1
:
0
.
2

100

1
0
0

1
0
0

2
0
0

嵩上げ コンクリート
(σck=18N/mm2)

嵩上げコンクリート 0.260

m2型　枠 0.300

m3σck=18N/mm2

10m当り

50 50

□500

1
00

2
50

ガードレール

基礎砕石
(RC-40)

□400

材 料 表 1箇所当り

0.037コンクリート

型　枠 0.40

名　　称 規　　格 単位 数　　量

σck=18N/mm2

m2基礎砕石 RC-40,t=10cm 0.25

m3

m2

 コンクリート
(σck=18N/mm2)

ガードレール基礎改良型Ｕ型側溝

400

1:
0.

4

1
0
0

394

294

天端コンクリート
S=1:20

0.344

10.0m当り

練石積

400

200

300

200

(単県)

(Gr-C2-3E)

4
㎝

2
6
㎝3
0
㎝

上層路盤

再生密粒度アスファルト(13mm)

粒度調整砕石(M-40)

表    層

路床土CBR20%以上

5
0
c
m

S=1:10(3種,300A)

3
0

7
0

3
00

80 360 80

520

1
00

3
70

1.21 0.74 2.40 2.60 2.40 3.23 1.15

13.73

L
=
3
.
5
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L
=
4
.
6
0

L
=
3
.
5
0

道路中心線

アスファルト舗装復旧工展開図
S=1:100

アスファルト舗装復旧工 A=56.8m2

BP-
1.2

1

道路中心線

L
=
3
.
5
4

L
=
3
.
5
4

L
=
4
.
6
0

L
=
4
.
6
0

L
=
3
.
5
0

L
=
2
.
3
3

L
=
2
.
3
3

L
=
2
.
3
3

L
=
4
.
6
0

L
=
4
.
6
0

L
=
4
.
6
0

L
=
4
.
6
0

0.90
0.22

1.78 7.52 3.15 3.00 3.17

19.74

アスファルト舗装復旧工 A=84.5m2

BP
CNO

.0 CNO
.0+

2.4
0

CNO
.0+

5.0
0

CNO
.0+

7.4
0

CNO
.1

CNO
.1+

1.1
5

CNO
.1+

3.6
6

CNO
.1+

4.5
6

CNO
.2 CNO

.2+
1.7

8

CNO
.2+

9.3
0

CNO
.2+

12.
45

CNO
.3

EP

L
=
4
.
0
4

L
=
4
.
0
4

1.000

材 料 表

名　　称 単位規　　格 数　　量

コンクリート

型　　枠

σck=18N/mm2 m3

m2



TC1

TC2

H=735.71

簡易貫入位置

HP φ300

H=742.13

土砂

土砂
735

740

745

750

750

750

740

735

730

735

740

730.90

733.37

733.79

735.48

737.14

739.71
741.33

741.72

737.53

732.60

734.97

738.69

743.78

733.27

731.34

728.34

730.83

731.84

733.54

736.01

738.15

743.11

743.65

744.22

744.62
742.82

749.80

750.82

744.34

749.51

748.66

IP.1

CBP

C
N
O
.
1

C
N
O
.
2

CEP

1 IP.1

ＩＡ ＝ 21-29-24

Ｒ ＝ 72

ＴＬ ＝ 13.663

ＣＬ ＝ 27.005

ＳＬ ＝ 1.285

至
　
国
府

至
　
上
地
・
新
温
泉
町

B
P

仮設迂回路　L=59m

A=11.7m2
敷鉄板（t22-W914-L1829）

A=10.0m2
敷鉄板（t22-W914-L1829）

B
P
-
1
.
2
1

C
N
O
.
0
+
5
.
0
0

C
N
O
.
0

C
N
O
.
1
+
1
.
1
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C
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O
.
1
+
3
.
6
6

C
N
O
.
1
+
4
.
5
6

C
N
O
.
2
+
9
.
3

C
N
O
.
3

E
P

災害復旧延長　L=60m

林道河合谷線-3号（仮設迂回路工事）

平面図
S=1:250

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

仮 設 平 面 図 22　葉中　　　17　番

図示 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

令和　6　年度



CNO.0

FH=743.28
GH=743.28

BP-1.21

FH=743.24
GH=743.24

CNO.1

FH=743.53
GH=743.51

CNO.1+1.15

FH=743.56
GH=743.54

DL=740.00

DL=740.00

D
=
5
.
0
0

As

As

DL=740.00

D
=
1
.
9
5

DL=740.00

D
=
5
.
6
3

As

DL=740.00

D
=
1
.
1
5

CNO.0+5.0

FH=743.40
GH=743.40

(1:0.6)

(1:0.6)

(1:0.6)

(4.00)
仮設迂回路

　 0.60

敷砂利 t=10cm

(4.00)
仮設迂回路

　 0.60

敷砂利 t=10cm

(4.00)
仮設迂回路

　 0.60

敷砂利 t=10cm

(1:0.6)
(1:0.6)

(4.00m)
仮設迂回路

　 0.60　

敷砂利 t=10cm

(4.00)
仮設迂回路

　 0.60

敷砂利 t=10cm

1.19

1.80

3.10

4.15

4.30

5.8

ｍ2 3.0

CNO.0+5.0

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 20.2

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.10敷砂利

ｍ2 2.4

CNO.0

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 14.2

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.10敷砂利

ｍ2 1.9

BP-1.21

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 11.6

ｍ 5.9切土法面整形

ｍ 2.50敷砂利

ｍ2 3.8

CNO.1

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 26.1

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.04敷砂利

ｍ2 4.0

CNO.1+1.15

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 26.0

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.04敷砂利

0.50 3.10 0.50

0.50 3.10 0.59

0.50 2.50 1.23

0.50 3.04 0.50

0.50 3.04 0.50

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

5.9

5.8
5.8

5.8

W914*L1829
敷鉄板

W914*L1829
敷鉄板

人力併用片切掘削(地山)

人力併用片切掘削(地山)人力併用片切掘削(地山)
人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

人力併用片切掘削(地山)

人力併用片切掘削(地山)

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

仮　設　横　断　図（1/2）

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

1：100 審 査 者 設 計 者

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

22　葉中　　　18　番

太田 谷口

令和　6　年度



CNO.1+3.66

FH=743.62
GH=743.60

CNO.2

FH=743.65
GH=743.63

DL=740.00

D
=
2
.
5
1

DL=740.00

D
=
9
.
3
0

As

As

DL=740.00

D
=
1
.
1
2

As

CNO.3

As

DL=740.00

FH=744.02
GH=744.02

D
=
6
.
1
5

EP

DL=740.00

FH=744.12
GH=744.12

D
=
3
.
1
7

CNO.2+9.3

FH=743.87
GH=743.84

1:0.6

1:0.6
1:0.6

(1:0.6)

1:0.6

ｍ2 -

CNO.2+9.3

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 8.2

ｍ 5.2切土法面整形

ｍ 3.00敷砂利

ｍ2 2.6

CNO.2

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 27.5

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.01敷砂利

ｍ2 2.5

CNO.1+3.66

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 27.1

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.02敷砂利

ｍ2 0.1

CNO.3

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 21.5

ｍ 5.8切土法面整形

ｍ 3.00敷砂利

ｍ2 0.2

EP

名　称 単位 数 量

機械掘削（地山） ｍ2 20.7

ｍ 6.1切土法面整形

ｍ 3.40敷砂利0.50 3.00 0.50

0.50 3.01 0.50

0.50 3.02 0.50

0.50 3.41 0.50

0.50 3.00 0.50

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

5.8

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

5.8
5.2

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

機械掘削

5
.
0

機
械

掘
削

高

6.1
5.8

(4.00)
仮設迂回路

　 0.60

敷砂利 t=10cm

(4.00)
仮設迂回路

　 0.60

敷砂利 t=10cm

4.00
仮設迂回路

　 0.60

4.00
仮設迂回路

 　0.60

敷砂利 t=10cm

敷砂利 t=10cm

(4.00)
仮設迂回路

 　0.60

敷砂利 t=10cm

4.55

4.65

4.89

4.89

4.05

人力併用片切掘削(地山)

人力併用片切掘削(地山)

人力併用片切掘削(地山)

人力併用片切掘削(地山)

人力併用片切掘削(地山)人力併用片切掘削

人力併用片切掘削
人力併用片切掘削

人力併用片切掘削

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

仮　設　横　断　図（2/2）

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

1：100 審 査 者 設 計 者

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

22　葉中　　19　番

太田 谷口

令和　6　年度



林道河合谷線-3号（工事後の復旧工）

平面図
S=1:250

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

仮 設 平 面 図 22　葉中　　　20　番

1：250 審 査 者 設 計 者

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

太田 谷口

令和　6　年度

TC1

TC2

H=735.71

簡易貫入位置

HP φ300

H=742.13

土砂

土砂
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740
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730.90

733.37

733.79

735.48

737.14
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741.72
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732.60

734.97

738.69

743.78
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A=114.7m2

A=411.9m2
盛土人工張芝

切土植生マット



CNO.0

FH=743.28
GH=743.28

BP-1.21

FH=743.24
GH=743.24

CNO.1

FH=743.53
GH=743.51

CNO.1+1.15

FH=743.56
GH=743.54

DL=740.00

DL=740.00

D
=
5
.
0
0

As

As

DL=740.00

D
=
1
.
9
5

DL=740.00

D
=
5
.
6
3

As

DL=740.00

D
=
1
.
1
5

CNO.0+5.0

FH=743.40
GH=743.40

(1:0.6)

(1:0.6)

(1:0.6)

(1:0.6)

(1:0.6)

CNO.0+5.0

名　称 単位 数 量

CNO.0

名　称 単位 数 量

BP-1.21

名　称 単位 数 量

CNO.1

名　称 単位 数 量

CNO.1+1.15

名　称 単位 数 量

1：2.0

1：2.0

1：2.0

1：2.0

1：2.0

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

4.8

5.7

7.6
9.3

9.1

5.3

5.0

4.1

3.3

3.2

2.8埋戻し盛土

ｍ 5.3

ｍ2

ｍ 4.8

盛土法面整形 ｍ 4.8

4.2埋戻し盛土

ｍ 5.0

ｍ2

ｍ 5.7

盛土法面整形 ｍ 5.7

7.6埋戻し盛土

ｍ 4.1

ｍ2

ｍ 7.6

盛土法面整形 ｍ 7.6

11.7埋戻し盛土

ｍ 3.2

ｍ2

ｍ 9.3

盛土法面整形 ｍ 9.3

11.2埋戻し盛土

ｍ 3.3

ｍ2

ｍ 9.1

盛土法面整形 ｍ 9.1

盛土人工張芝

切土植生マット

盛土人工張芝

盛土人工張芝

切土植生マット

切土植生マット

盛土人工張芝

切土植生マット

盛土人工張芝

切土植生マット

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

仮　設　横　断　図（1/2）

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

1：100 審 査 者 設 計 者

広域基幹林道 自動車道

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

22　葉中　　　21　番

太田 谷口

令和　6　年度



CNO.1+3.66

FH=743.62
GH=743.60

CNO.2

FH=743.65
GH=743.63

DL=740.00

D
=
2
.
5
1

DL=740.00

D
=
9
.
3
0

As

As

DL=740.00

D
=
1
.
1
2

As

CNO.3

As

DL=740.00

FH=744.02
GH=744.02

D
=
6
.
1
5

EP

DL=740.00

FH=744.12
GH=744.12

D
=
3
.
1
7

CNO.2+9.3

1:0.6
1:0.6

1:0.6

(1:0.6)

1:0.6

CNO.2+9.3

名　称 単位 数 量

CNO.2

名　称 単位 数 量

CNO.1+3.66

名　称 単位 数 量

CNO.3

名　称 単位 数 量

EP

名　称 単位 数 量

1：2.0

1：2.0

1：2.0

1：2.0

1：2.0

0.30

0.30

0.30

0.30

0.30

9.8

9.9

10.3

10.4

10.3

2.4
2.4

0.2

1.0
1.1

13.0埋戻し盛土

ｍ 2.4

ｍ2

ｍ 9.8

13.4埋戻し盛土

ｍ 2.4

ｍ2

ｍ 9.9

12.2埋戻し盛土

ｍ 0.2

ｍ2

ｍ 10.3

13.1埋戻し盛土

ｍ 1.1

ｍ2

ｍ 10.4

14.3埋戻し盛土

ｍ 1.0

ｍ2

ｍ 10.3

盛土法面整形 ｍ 9.8

盛土法面整形 ｍ 9.9

盛土法面整形 ｍ 10.3 盛土法面整形 ｍ 10.4

盛土法面整形 ｍ 10.3

盛土人工張芝

切土植生マット

盛土人工張芝

切土植生マット切土植生マット

盛土人工張芝

切土植生マット

盛土人工張芝

切土植生マット

盛土人工張芝

路 線 名

林道区分

年　  度

名　  称

施 行 地

縮　  尺

河　合　谷　線 事 業 名

1 級 設計速度

施行主体 鳥　取　県

仮　設　横　断　図（2/2）

鳥 取 県 鳥 取 市 国 府 町 雨 滝 字 河 合 谷

1：100 審 査 者 設 計 者

広域基幹林道 級別区分

災 害 復 旧 工 事

30㎞/ｈ

22　葉中　　22　番

太田 谷口

令和　6　年度


